
42農業経営者 2021 年 5 月号

規
則
に
基
づ
い
た
ヘ
ン
プ
栽
培
の
復
活
を

実
現
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
05
年
か
ら
ヘ

ン
プ
栽
培
の
復
活
に
向
け
た
活
動
が
始
ま

っ
た
。
10
年
頃
の
経
済
危
機
の
混
乱
を
経

て
、
13
年
に
法
律
４
１
３
９
号
で
大
麻
の

個
人
使
用
の
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
同
時
に

向
精
神
性
植
物
の
リ
ス
ト
か
ら
産
業
用
ヘ

ン
プ
が
除
外
さ
れ
た
。
し
か
し
、
官
僚
仕

事
の
た
め
か
細
則
が
決
ま
る
の
が
遅
く
、

３
年
後
の
16
年
に
栽
培
品
種
を
Ｅ
Ｕ
規
則

と
同
じ
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
主
成
分
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃

度
が
０
・
２
％
未
満
の
も
の
に
限
る
条
件

が
制
度
化
さ
れ
て
、
最
初
に
農
家
5
名
に

栽
培
が
許
可
さ
れ
た
。
17
年
に
は
、
農
村

開
発
省
の
研
究
機
関
に
よ
っ
て
18
ペ
ー
ジ

か
ら
な
る
ヘ
ン
プ
栽
培
ガ
イ
ド
が
発
行
さ

れ
た
。

カ
ン
ナ
ビ
オ
（
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
）

麻
協
同
組
合
に
、
そ
の
先
駆
的
な
農
家
の

う
ち
２
名
が
所
属
す
る
。
こ
の
組
合
は
ギ

リ
シ
ャ
国
内
で
長
い
間
、
産
業
用
大
麻
の

合
法
化
に
向
け
て
活
動
し
て
い
た
グ
ル
ー

プ
が
16
年
に
設
立
し
、
農
家
２
名
で
０
・

８
ha
の
ヘ
ン
プ
栽
培
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

（
図
２
）。
共
同
栽
培
と
加
工
を
通
じ
て
国

際
標
準
の
品
質
の
革
新
的
な
製
品
を
生
産

し
、
持
続
可
能
な
農
業
と
農
村
開
発
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
で
協
力
的
な

ヘ
ン
プ
市
場
の
確
立
に
貢
献
す
る
こ
と
を

ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
17
年
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ

れ
た
乾
燥
ヘ
ン
プ
の
花
、
ヘ
ン
プ
粉
、
ヘ

（
西
暦
40
～
90
年
）
に
活
躍
し
た
デ
ィ
オ

ス
コ
リ
デ
ス
も
、
著
書
で
大
麻
草
に
触
れ

て
い
る
。
彼
は
、
今
日
の
植
物
園
や
薬
草

園
の
ル
ー
ツ
と
し
て
知
ら
れ
る
医
師
で
あ

り
植
物
学
者
で
あ
る
。
彼
が
著
し
た『
デ
・

マ
テ
リ
ア
・
メ
デ
ィ
カ
』
の
写
本
版
に
は
、

大
麻
草
を
含
む
約
５
０
０
種
類
の
薬
草
が

収
載
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
も
遅
れ
た 

ヘ
ン
プ
栽
培
の
復
活

オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
１
８
２
１
年
に
独

立
し
た
ギ
リ
シ
ャ
は
、
１
８
９
０
年
に
イ

ン
ド
の
ハ
ッ
シ
シ
（
大
麻
樹
脂
）
の
規
制

を
定
め
た
が
、
そ
の
当
時
に
は
実
質
的
な

取
り
締
ま
り
は
行
な
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
国
内
に
７
つ
の
大
麻
繊
維
の
加
工
工

場
が
あ
り
、
主
に
ヘ
ン
プ
ロ
ー
プ
を
製
造

し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
冷
戦
時
代
に
旧
ソ
連
の
脅
威

に
対
抗
す
る
た
め
に
、
ト
ル
コ
と
ギ
リ
シ

ャ
の
支
援
に
力
を
入
れ
た
米
国
の
影
響
に

よ
り
、
１
９
５
７
年
に
大
麻

禁
止
政
策
を
導
入
し
た
。

そ
の
後
ギ
リ
シ
ャ
は
、
欧

州
連
合
の
前
身
で
あ
る
Ｅ
Ｃ

（
欧
州
連
合
）
に
81
年
に
加

盟
し
、
01
年
か
ら
ユ
ー
ロ
通

貨
圏
と
な
っ
た
。
90
年
代
に

イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
な
ど
の

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
が
ヘ
ン
プ
と
フ

ラ
ッ
ク
ス
（
亜
麻
）
の
Ｅ
Ｕ

ギ
リ
シ
ャ
は
、
エ
ー
ゲ
海
と
イ
オ
ニ
ア

海
に
浮
か
ぶ
数
千
の
島
々
を
擁
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
南
東
部
の
国
で
、
パ
ル
テ
ノ
ン
神

殿
な
ど
の
多
数
の
世
界
遺
産
を
有
す
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
発
祥
地
で
あ
る
。
人
口

は
約
１
０
０
０
万
人
、
国
土
面
積
は
日
本

の
約
３
分
の
１
で
あ
る
。
夏
は
高
温
・
乾

燥
で
、
冬
は
温
暖
・
湿
潤
と
い
っ
た
地
中

海
性
気
候
を
利
用
し
た
地
中
海
式
農
業
が

発
達
し
て
い
る
。
夏
場
は
乾
燥
に
強
い
オ

リ
ー
ブ
、
ブ
ド
ウ
、
柑
橘
類
と
い
っ
た
果

樹
栽
培
、
冬
季
は
雨
を
利
用
し
た
小
麦
栽

培
が
盛
ん
で
、
ヒ
ツ
ジ
や
ヤ
ギ
な
ど
の
家

畜
飼
育
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
特
に
オ
リ

ー
ブ
の
生
産
量
は
世
界
第
３
位
（
２
０
１

９
年
）
を
誇
る
。

ヘ
ン
プ
の
古
代
の
証
拠
は
定
か
で
は
な

い
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
歴
史
家
と
し
て

有
名
な
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
紀
元
前
5
世
紀
）

の
書
に
ヘ
ン
プ
繊
維
の
一
般
的
な
利
用
に

つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
古

代
ギ
リ
シ
ャ
の
お
も
に
ロ
ー
マ
帝
国
時
代

ギリシャ
産業用ヘンプと医療用大麻で
経済危機を乗り越えよ！

第  回41
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リデス著）写本版の大麻草に関する記載
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だ
ろ
う
。

警
察
沙
汰
の
逆
境
を
乗
り
越
え
た
カ
ン

ナ
ビ
オ
は
、
19
年
に
55
万
ユ
ー
ロ
（
約
７

０
０
０
万
円
）
を
投
資
し
て
、
食
品
と
化

粧
品
の
加
工
工
場
を
新
設
し
た
。
19
年
に

は
ギ
リ
シ
ャ
国
内
の
ヘ
ン
プ
作
付
面
積
１

３
０
ha
の
う
ち
の
33​

ha
を
占
め
、
加
工
を

手
が
け
た
ヘ
ン
プ
食
品
、ヘ
ン
プ
化
粧
品
、

Ｃ
Ｂ
Ｄ
（
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
）
製
品
を

ヘ
ン
プ
専
門
店
や
有
機
食
品
店
、
薬
局
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
な

ど
ギ
リ
シ
ャ
全
土
の
３
５
０
カ
所
以
上
で

提
供
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
（
図
３
）。

同
社
の
ヘ
ン
プ
製
品
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
親

し
み
や
す
い
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
で
展
開
さ
れ
て
い
る

（
図
４
）。

ス
B
（
危
険
性
は
あ
る
が
、
医
療
価
値
あ

り
）
に
下
が
り
、
18
年
に
医
療
用
大
麻
の

栽
培
と
加
工
に
関
す
る
法
律
（
第
４
５
２

３
号
）が
制
定
さ
れ
た
。
適
応
す
る
の
は
、

従
来
の
ヘ
ン
プ
の
定
義
を
超
え
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ

濃
度
０
・
２
％
以
上
の
品
種
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
曖
昧
だ
っ
た
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
０
・
２

％
未
満
の
食
品
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
を
含
む
）

が
合
法
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
ヘ
ン

プ
産
業
に
も
好
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ま
た
、こ
の
法
律
で
は「
運
用
許
可
」「
製

造
許
可
」「
販
売
許
可
」
の
三
段
階
の
手

続
き
が
明
瞭
化
さ
れ
、
地
元
の
製
薬
企
業

だ
け
で
な
く
、
医
療
用
大
麻
の
先
進
国
で

あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
や
カ
ナ
ダ
な
ど
の
企
業

を
含
む
１
０
０
社
以
上
か
ら
免
許
申
請
が

あ
り
、世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ャ
政
府
は
、
19
年
度
現
在
で
す
で

に
3
億
６
０
０
０
万
ユ
ー
ロ
（
約
４
５
０

億
円
）
の
投
資
を
呼
び
込
み
、
最
大
２
２

５
０
人
の
雇
用
を
創
出
し
た
と
分
析
し
て

い
る
。

ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
大
麻
を
管
轄
す
る
省

庁
が
多
く
の
国
が
採
用
し
て
い
る
保
健
省

（
日
本
で
は
厚
生
労
働
省
）
で
は
な
く
、

ヘ
ン
プ
と
医
療
用
の
い
ず
れ
も
栽
培
に
関

し
て
は
農
村
開
発
省
が
、
土
地
と
設
備
投

資
が
必
要
な
加
工
に
関
し
て
は
開
発
投
資

省
が
担
っ
て
い
る
。
用
途
で
区
別
す
る
こ

と
な
く
、
産
業
振
興
に
則
し
た
行
政
の
在

り
方
は
小
国
の
ヘ
ン
プ
産
業
の
開
発
モ
デ

ル
と
し
て
先
駆
的
で
あ
る
。

ま
た
、
20
年
か
ら
国
内
の
テ
ッ
サ
リ
ー

大
学
や
カ
ポ
デ
ィ
ス
ト
リ
ア
ン
大
学
な
ど

と
連
携
し
て
研
究
を
開
始
し
た
。
研
究
テ

ー
マ
は
、「
農
業
廃
棄
物
で
あ
る
ヘ
ン
プ

の
幹
を
使
っ
て
、
木
材
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
代
わ
る
バ
イ
オ
材
料
を
製
造
開
発
す
る

こ
と
」
と
「
自
閉
症
の
治
療
に
お
け
る
Ｃ

Ｂ
Ｄ
や
ほ
か
の
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
の
効
果

を
検
証
す
る
こ
と
」の
２
つ
で
あ
る
。

医
療
用
大
麻
の
法
整
備
で 

曖
昧
な
部
分
が
明
瞭
に

ヘ
ン
プ
に
続
い
て
、
16
年
に
政
府
内
で

医
療
用
大
麻
の
合
法
化
に
向
け
た
検
討
が

始
ま
っ
た
。
翌
17
年
に
は
大
麻
の
薬
物
規

制
の
危
険
等
級
が
ク
ラ
ス
A
（
最
も
危
険

性
が
高
く
、
医
療
価
値
な
し
）
か
ら
ク
ラ

ン
プ
パ
ス
タ
、
ヘ
ン
プ
石
鹸
の
所
持
を
理

由
に
協
同
組
合
の
メ
ン
バ
ー
が
検
挙
さ

れ
、
起
訴
さ
れ
た
。
警
察
当
局
は
、
18
年

に
も
別
件
で
「
１
万
５
０
０
株
を
刈
り
取

り
、
国
内
で
こ
れ
ま
で
に
見
つ
か
っ
た
最

大
の
違
法
大
麻
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

し
て
検
挙
し
た
が
、
実
際
に
は
政
府
か
ら

許
可
を
受
け
て
ヘ
ン
プ
を
３
・
５
ha
で
栽

培
し
て
い
た
農
場
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事

件
は
、
警
察
側
が
ヘ
ン
プ
の
合
法
化
を
理

解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、
地

元
メ
デ
ィ
ア
か
ら
警
察
当
局
は
、
最
初
に

農
家
に
対
し
て
農
村
開
発
省
の
許
可
証
の

有
無
の
確
認
を
な
ぜ
し
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
批
判
を
浴
び
た
の
だ
。
制
度
改
革
の

周
知
が
進
ま
な
い
な
か
で
、
誤
解
と
偏
見

が
も
た
ら
し
た
過
渡
期
の
混
乱
と
言
え
る

図２：カンナビオ麻協同組合のヘンプ畑

図３：ギリシャ国内のヘンプ製品等の販売ネットワーク

図４：19年にデザインが一新されたカンナビオ麻協同組合の 
　　　ヘンプ商品シリーズ
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